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十
和
田
湖
は
、
約
20
万
〜
15
万

年
前
の
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
、
中

央
部
が
陥
没
、
３
万
５
０
０
０
年

前
〜
１
万
５
０
０
０
年
前
に
起
き

た
巨
大
噴
火
に
よ
っ
て
、
窪
地
に

水
が
溜
ま
っ
て
カ
ル
デ
ラ
湖
と
な

り
ま
し
た
。
平
安
時
代
の
９
１
５

年
に
は
十
和
田
湖
最
後
の
大
噴
火

が
起
こ
り
、
北
東
北
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
京
都
で

記
さ
れ
た
「
扶ふ
そ
う
り
ゃ
く
き

桑
略
記
（
※
）
」

に
「
朝
日
に
輝
き
が
な
く
、
ま
る

で
月
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
あ
り
、

約
９
０
０
キ
ロ
離
れ
た
都
で
も
、

そ
の
規
模
が
分
か
る
く
ら
い
の
大

噴
火
で
し
た
。
そ
の
恐
ろ
し
い
光

景
が
「
南
祖
坊
と
八
乃
太
郎
伝

説
」
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
大
洪
水
に
よ
っ

て
外が
い
り
ん
ざ
ん

輪
山
の
一
部
が
決
壊
し
、
水

が
台
地
を
削
り
な
が
ら
深
い
谷
を

作
り
、
や
が
て
奥
入
瀬
渓
流
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
渓
流
は
十
和
田

湖
か
ら
流
れ
出
る
唯
一
の
川
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

奥
入
瀬
渓
流
は
、
春
は
新
緑
、

花
咲
く
季
節
。
夏
は
深
緑
、
岩
肌

を
流
れ
る
滝
。
秋
は
広
葉
樹
の
葉

が
黄
、
橙
だ
い
だ
い、
赤
色
と
装
い
を
変

え
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

十
和
田
湖
の
中
な
か
の
う
み
湖
は
旧
噴
火
口
。

水
深
は
３
２
７
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

湖
で
は
日
本
第
３
位
の
深
さ
を
誇

り
、
湖
の
底
か
ら
は
水
が
湧
き
出

て
い
ま
す
。

　

十
和
田
八
甲
田
地
域
は
、
９
月

下
旬
に
始
ま
る
八
甲
田
山
の
紅
葉

か
ら
、
11
月
初
旬
の
奥
入
瀬
渓
流

の
紅
葉
ま
で
、
紅
葉
の
秋
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で

も
十
和
田
湖
畔
の
紅
葉
が
一
番
美

し
い
と
い
わ
れ
、
10
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
、
そ
の
美
し
さ
は

頂
点
に
達
し
ま
す
。
美
し
さ
の
源

は
、
植
物
の
種
類
が
豊
富
で
生
態

が
良
好
な
こ
と
で
す
。
湖
と
奥
入

瀬
周
辺
の
植
物
だ
け
で
も
種
類
は

２
３
０
余
り
。
そ
れ
ら
の
色
彩
が

見
事
に
表
現
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
に
入
る
と
湖
の
紅
葉
は
真

紅
の
色
が
目
立
ち
、
青
い
湖
面
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
観
光
客
は
目

を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

十
和
田
湖
畔
休や
す
み
や屋
の
十
和
田
神

社
は
、
鎌
倉
時
代
前
か
ら
東
北
地

方
の
山
伏
の
修
行
場
と
し
て
、
出

羽
の
羽
黒
山
と
と
も
に
有
名
な
聖

地
で
し
た
。
藩
政
時
代
、
南
部
藩

は
十
和
田
神
社
を
恐
山
と
と
も
に

藩
内
の
二
大
霊
場
と
し
て
、
信
仰

の
地
と
し
て
い
ま
し
た
。　

　

十
和
田
神
社
へ
の
参
詣
コ
ー
ス

は
、
奥
瀬
の
仙
ノ
沢
か
ら
山
道
を

歩
き
、
四
和
村
や
三
戸
郡
か
ら
の

道
と
合
流
し
て
惣そ
う
べ辺
に
至
り
、
そ

こ
か
ら
多
く
の
難
所
を
抜
け
、
銚

子
大
滝
に
出
る
道
で
し
た
。

　

十
和
田
湖
が
世
間
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
６
６
５

（
寛
文
５
）
年
に
外
輪
山
の
十
和

田
山
に
鉛
鉱
が
発
見
さ
れ
、

１
７
１
９
（
享
保
３
）
年
に
銀
鉱

が
発
見
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
こ
の

鉱
山
は
十
和
田
鉱
山
と
い
わ
れ
、

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
頃
ま
で

栄
え
ま
し
た
が
、
鉱
脈
が
尽
き
た

１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
頃
か
ら

衰
退
に
向
か
い
、
１
８
９
７
（
明

治
30
）
年
に
は
廃
坑
と
な
り
ま
す
。

　

十
和
田
湖
の
鉱
山
は
藩
政
時
代
、

南
部
藩
五
戸
代
官
所
の
支
配
地

だ
っ
た
の
で
、
鉱
山
ま
で
の
道
を

拓ひ
ら
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
五
戸

の
藩
士
木
村
又
助
秀ひ
で
は
る晴
は
、
５
年

の
歳
月
を
費
や
し
霊
場
十
和
田
山

へ
通
じ
る
新
道
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
休
屋
に
開
拓
者
と

し
て
最
初
に
居
住
し
た
秋
田
県
鹿

角
市
出
身
の
栗
山
新
兵
衛
や
、
宇

樽
部
へ
五
戸
か
ら
新
道
を
掘
削
し
、

宇
樽
部
盆
地
を
開
墾
し
た
三
浦

泉せ
ん
ぱ
ち八
な
ど
、
青
森
、
秋
田
両
県
の

先
人
が
開
拓
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
高

村
光
太
郎
作
「
乙
女
の
像
」
が
十

和
田
湖
岸
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
台
座
に
は
、
十
和
田
国
立
公

園
の
実
現
に
奔
走
し
た
大
町
桂け
い
げ
つ月
、

武
田
千
代
三
郎
、
小
笠
原
耕
一
の

３
氏
の
功
績
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
住
ま
ば
日ひ
の
も
と本　

遊
ば
ば
十
和
田

　

歩
き
ゃ
奥
入
瀬
の　

三
里
半
」

　

こ
れ
は
、
十
和
田
を
全
国
的
に

知
ら
せ
た
高
知
県
出
身
の
詩
人
、

大
町
桂
月
の
一
首
で
す
。　
　
　

　

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
に
大

町
桂
月
は
初
め
て
十
和
田
湖
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
２
１

〜
23
（
大
正
10
〜
12
）
年
に
か
け

て
十
和
田
湖
や
八
甲
田
山
中
を
数

多
く
探
勝
し
ま
す
が
、
拠
点
と
し

た
蔦つ
た
温
泉
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
蔦
で

永
眠
す
る
ま
で
、
晩
年
を
蔦
で
送

り
ま
し
た
。
こ
の
桂
月
の
文
筆
活

動
の
効
果
で
、
景
勝
地
と
し
て
の

十
和
田
の
名
は
全
国
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
十
和
田
の
名
は
全
国
に

■
山
岳
霊
場
と
十
和
田
鉱
山

十
和
田
湖
の
歴
史
と
未
来

十和田湖

十和田神社十和田神社

十和田神社参道十和田神社参道
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■
大
噴
火
が
モ
デ
ル　

　

南
祖
坊
と
八
乃
太
郎
伝
説

十和田湖・奥入瀬渓流十和田湖・奥入瀬渓流
　十和田八幡平国立公園十和田八甲田地域は、７
月、環境省の外国人訪日客誘致のための「国立公
園満喫プロジェクト」のモデル公園に、全国８カ
所とともに選ばれました。今号は十和田八甲田地
域の十和田湖・奥入瀬渓流を紹介します。

（※）神武天皇の673年から堀河天皇の1094年までの編年史

奥入瀬渓流銚子大滝

大町 桂月
明治～大正の近代詩
人、随筆家、評論家

　ホテル十和田湖荘前か
ら延長900m、現存する
歴史的に貴重な十和田神
社への参道「休屋杉並
木」。十和田神社は山岳
霊場として十和田信仰の
参詣人で賑わっていた。
休屋の名は参詣人が泊ま
る所。十和田湖自然ガイ
ドクラブと町内会により
チップ舗装が進められて
いる。

特集

私
は
南
祖
坊

こ
れ
か
ら

十
和
田
湖
を

紹
介
す
る
よ 坊をよ

美の限りを尽くしてもてなす美の限りを尽くしてもてなす



　

１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
、
桂

月
の
紀
行
文
を
読
ん
だ
皇
太
子
嘉

仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
か
ら
、
第

18
代
青
森
県
知
事
・
武
田
千
代
三

郎
に
、
「
十
和
田
湖
を
観
賞
で
き

な
い
か
」
と
の
御
下
問
が
あ
り
ま

し
た
。
武
田
知
事
は
さ
っ
そ
く
十

和
田
湖
を
視
察
し
、
１
９
１
２

（
大
正
元
）
年
の
県
議
会
に
、
三

本
木
口
と
黒
石
口
両
線
の
開
削
費

予
算
を
提
案
し
、
頑
迷
な
反
対
派

を
説
得
し
、
十
和
田
湖
へ
の
道
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
武
田
知
事
と
と
も
に
、
十

和
田
湖
の
発
展
に
尽
力
し
た
の
が
、

小
笠
原
耕
一
で
す
。
小
笠
原
は
、

法ほ
う
お
く
さ
わ

奥
沢
村
（
元
・
十
和
田
湖

町
）
の
村
長
だ
っ
た
当
時
、
大
凶

作
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
救

済
事
業
と
し
て
、
当
時
の
青
森
大

林
区
署
（
元
・
青
森
営
林
局
）
に
、

十
和
田
道
の
開
削
を
具
申
し
、
焼

山
か
ら
奥
入
瀬
渓
流
沿
い
、
子
ノ

口
か
ら
休
屋
ま
で
の
区
間
を
、
幅

員
４
尺
（
約
１
・
３
メ
ー
ト
ル
）

の
牛
馬
道
と
し
て
開
削
し
、
翌

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
岩
石
に
覆
わ
れ
た

奥
入
瀬
渓
流
を
切
り
開
く
た
め
に

は
、
大
量
の
火
薬
を
使
う
難
工
事

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

十
和
田
湖
の
水
を
め
ぐ
っ
て
は
、

和わ
い
な
い
さ
だ
ゆ
き

井
内
貞
行
の
ヒ
メ
マ
ス
に
関
わ

る
「
養
魚
経
営
権
」
以
外
に
も
十

和
田
湖
を
巨
大
な
水
が
め
と
見
な

し
、
か
ん
が
い
や
発
電
に
利
用
す

る
「
開
発
計
画
」
と
、
自
然
の
景

観
と
し
て
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
「
保
護
計
画
」
と
が
ぶ
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

奥
入
瀬
川
の
水
を
利
用
し
て
三

本
木
原
野
を
開
墾
す
る
計
画
は
、

す
で
に
江
戸
時
代
末
期
か
ら
あ
り
、

安
政
２
（
１
８
５
５
）
年
、
南
部

藩
士
新
渡
戸
傳つ
と
う（
新
渡
戸
稲
造

の
祖
父
）
が
私
財
を
も
っ
て
開
墾

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
和
田
湖
が
、
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
の
第
一
次
お
よ
び
第
二

次
の
国
立
公
園
指
定
か
ら
も
れ
た

の
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

に
農
林
省
が
三
本
木
原
開か
い
こ
ん墾
事

業
計
画
を
立
て
た
た
め
、
十
和
田

湖
の
水
利
用
を
め
ぐ
っ
て
自
然
保

護
派
と
推
進
派
が
激
し
く
対
立
し

た
の
が
原
因
で
し
た
。

　

対
立
は
10
年
に
わ
た
り
ま
し
た

が
、
住
民
と
知
識
層
の
ね
ば
り
強

い
運
動
に
よ
っ
て
、
自
然
保
護
派

が
大
勢
を
占
め
、
１
９
３
６
（
昭

和
11
）
年
に
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
務
・

農
林
両
省
の
妥
協
が
成
立
し
、
翌

37
（
昭
和
12
）
年
に
自
然
保
護
、

か
ん
が
い
、
発
電
の
両
立
を
図
っ

た
「
奥
入
瀬
川
河
水
統
制
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
計
画
は
、
日
中
戦
争
の
勃
発

と
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
よ
っ
て
、

大
量
の
水
利
用
計
画
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

　

戦
時
体
制
へ
の
突
入
か
ら
事
業

目
的
も
東
北
地
方
の
振
興
策
か
ら

戦
時
下
の
電
力
供
給
増
強
、
食
料

時
給
制
度
の
強
化
へ
と
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
発
電

事
業
は
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）

年
に
立た
て
い
し石
発
電
所
、
１
９
４
３

（
昭
和
18
）
年
に
十
和
田
発
電
所

■
観
光
客
は
団
体
か
ら

　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
へ
移
る

■
乙
女
の
像　

　

十
和
田
湖
の
誘
客
に
寄
与

■
開
発
と
自
然
保
護
の
争
い

小笠原 耕一 武田 千代三郎
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十和田湖観光交流センターぷらっと（市）
　観光案内のほか、十和田湖ひめます展示、
ヒメマスに生涯を捧げた「和井内貞行」、
十和田湖の魅力を紹介した「大町桂月」、
乙女の像を制作した「高村光太郎」の資料
を展示しています。
9：00～17：00
〒018-5501
十和田市大字奥瀬字
十和田湖休屋486
☎0176-75-1531
※交流室使用は9：00～21：00

十和田ビジターセンター（環境省）　
　十和田湖、奥入瀬渓流、八甲田山の豊か
な環境と、そこに育まれるさまざまな生き
物との出会いを楽しむことができます。
「夏の十和田」「秋の十和田」「冬の十和
田」「十和田湖の自然」「十和田の音風景
の１年」などを展示しています。
９：00～16：30　
〒018-5501
十和田市大字奥瀬字
十和田湖休屋486
☎0176-75-1015

十和田湖・奥入瀬渓流
観光案内センター

奥入瀬渓流館（十和田湖ふるさと活性化公社）
▶渓流アシストサイクル“楽チャリ”
　レンタル電動自転車を貸し出します。　
▷シティサイクル（６段変速）４時間
▷電動アシスト（３段変速）４時間
▶奥入瀬モスボール工房　
　こけのモスボール（こけ玉）展示・販売
のほか、こけ玉作り体験ができます。
▶ネイチャーエクスペリエンスグリーン　  
　ハウスツアーデスク（NEx）
▷カナディアンカヌーツアー（十和田湖）
▷ランブリングツアー（ゆったり気まま散
　策自然観察）
▷トレッキングツアー（奥入瀬渓流、ブナ
　の森観て歩き）
9：00～17：00
〒034-0301
十和田市大字奥瀬字
杤久保182
☎0176-70-5977

が
完
成
し
、
開
墾
事
業
に
つ
い
て

も
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
５
月

に
、
稲
生
川
へ
の
通
水
式
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

両
事
業
は
戦
後
も
継
続
さ
れ
ま

す
が
、
発
電
事
業
は
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
の
法
量
発
電
所
、

１
９
６
１
（
昭
和
36
年
）
に
蔦
発

電
所
の
完
成
に
よ
っ
て
終
了
し
ま

す
。
一
方
、
国
営
開
墾
事
業
は

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
完
成

し
、
戦
後
の
地
域
経
済
復
興
に
大

き
な
貢
献
を
果
た
し
ま
す
。

十
和
田
湖
の
裸
像
に
与
う高村　

光
太
郎　
　

  

銅
と
ス
ズ
と
の
合
金
が
建
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
造
形
が
行
わ
れ
よ
う
と

無
機
質
な
円
形
に
は
ち
が
い
が
な
い
。

は
ら
わ
た
や
粘
液
や
脂
や
汗
や
生
き
も
の
の

き
た
な
ら
し
さ
は
こ
こ
に
な
い
。

す
さ
ま
じ
い
十
和
田
湖
の
円
錐
空
間
に

は
ま
り
こ
ん
で
、

天
然
四
元
の
平
手
打
ち
を
ま
と
も
に
う
け
る

銅
と
ス
ズ
と
の
合
金
で
出
来
た

女
の
裸
像
が
二
人

影
と
形
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

い
さ
ぎ
よ
い
非
情
の
金
属
が
青
く
さ
び
て

地
上
に
割
れ
て
く
ず
れ
る
ま
で

こ
の
原
始
林
の
圧
力
に
堪
え
て

立
つ
な
ら
幾
千
年
で
も
黙
っ
て
立
っ
て
ろ
。

　対峙する２人の像は、高
村光太郎が遊覧船に乗った
際、澄んだ湖面に映った自
分の姿にヒントを得て「自
分自身を写す人間の理性」
を表現したといいます。
　風雪に耐えながら幾千年
朽ちるまで立つという像は、
十和田湖観光事業の栄華と
衰退、将来を無言で見つめ
ています。

乙女の像
高村光太郎・作

（
乙
女
の
像
の
台
座
に
刻
ま
れ
た
詩
よ
り
）

法量、奥瀬、沢田村
の合併で法奥沢村と
なった２代目村長

内務官僚、教育者。
青森県知事の時に十
和田湖開発に尽力

　

十
和
田
湖
で
は
、
１
９
１
２

（
大
正
元
）
年
に
十
和
田
保
勝
会

（
現
・
財
団
法
人
青
森
県
観
光
事

業
協
会
）
が
動
力
観
光
船
を
運
航

し
ま
し
た
。
１
９
３
４
（
昭
和

９
）
年
に
は
青
森
〜
和
井
内
間
、

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
に
は
和

井
内
〜
毛け
ま
な
い

馬
内
間
に
省
営
バ
ス

（
現
・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
）
が
開
通

さ
れ
、
八
甲
田
〜
奥
入
瀬
〜
十
和

田
湖
ル
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
の
復
興
期
で
あ
る
１
９
５
０

（
昭
和
25
）
年
に
、
青
森
県
知
事

の
津
島
文
治
（
太
宰
治
の
長
兄
）

ら
に
よ
っ
て
、
観
光
客
誘
致
の
た

め
、
国
立
公
園
指
定
15
周
年
を
記

念
し
、
十
和
田
湖
に
記
念
碑
を
建

立
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
よ
り
１
９
５
３
（
昭

和
28
）
年
に
完
成
し
た
記
念
碑

「
乙
女
の
像
」
は
、
高
村
光
太
郎

が
彫
刻
を
引
き
受
け
た
も
の
で
、

一
躍
十
和
田
湖
の
シ
ン
ボ
ル
的
彫

刻
と
し
て
有
名
に
な
り
、
ま
た
、

佐
藤
春
夫
作
詞
の
歌
謡
曲
「
湖
畔

の
乙
女
」
が
全
国
的
に
愛
唱
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
「
乙
女
の
像
」

は
十
和
田
湖
へ
の
誘
客
に
大
い
に

寄
与
し
ま
し
た
。

    

　

紅
葉
の
10
月
に
湖
畔
・
奥
入
瀬

が
約
６
千
８
０
０
台
の
車
の
混
雑

で
全
路
線
麻
痺
し
た
と
の
記
録
が

現
わ
れ
る
の
は
１
９
６
３
（
昭
和

38
）
年
。
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
に
は
、
滝
ノ
沢
道
路
の
完
成
に

よ
り
十
和
田
湖
が
一
周
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
代
、
十

和
田
・
八
甲
田
が
観
光
事
業
の
成

長
期
と
な
り
、
観
光
客
が
旅
館
、

ホ
テ
ル
に
は
泊
ま
り
き
れ
ず
、
民

宿
が
営
業
を
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、

二
度
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
、
観
光

客
の
増
加
は
止
ま
り
ま
す
が
、
休

日
の
道
路
は
現
在
も
混
雑
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
奥
入
瀬
渓
流
沿
い
の
道

路
の
混
雑
は
ひ
ど
く
、
渋
滞
緩
和

と
植
生
保
護
を
図
る
た
め
、

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
か
ら
道

路
整
備
さ
れ
て
い
た
惣
辺
（
奥
入

瀬
）
バ
イ
パ
ス
が
、
１
９
９
７
年

に
開
通
し
、
２
０
０
４
年
に
は
宇

樽
部
〜
休
屋
間
の
国
道
１
０
３
号

宇
樽
部
ト
ン
ネ
ル
も
貫
通
し
、
交

通
の
便
が
大
幅
に
良
く
な
り
ま
し

た
。

　

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
指
定

50
周
年
を
迎
え
た
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
は
、
東
北
自
動
車
道
が

全
線
開
通
し
て
、
翌
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
に
青
森
空
港
の

ジ
ェ
ッ
ト
化
、
１
９
８
８
（
昭
和

63
）
年
に
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る

津
軽
海
峡
線
が
開
通
し
て
、

２
０
１
０
年
に
は
東
北
新
幹
線
が

新
青
森
駅
に
到
達
。
２
０
１
６
年

３
月
か
ら
は
、
新
青
森
駅
か
ら
新

函
館
北
斗
間
の
北
海
道
新
幹
線
も

開
業
し
ま
し
た
。

　

十
和
田
湖
の
観
光
は
、

１
９
９
４
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
団
体

客
か
ら
個
人
、
グ
ル
ー
プ
旅
行
へ

転
換
し
、
観
光
客
の
減
少
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
１
年
に
は
未
曾
有
の
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
観
光
客
の

減
少
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

現
在
、
過
去

未
来

私
も
見
守
っ

て
い
ま
す



　

8
月
10
日
、
11
日
、
三
本
木
小

地
区
安
全
・
安
心
協
働
活
動
協
議

会
（
佐
藤
や
え
会
長
）
は
、
小
中

学
生
、
高
校
生
20
人
と
と
も
に
十

和
田
湖
で
の
自
然
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
活
動
は
、
湖
畔
宇
樽

部
で
カ
ヌ
ー
体
験
、
休
屋
で
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
体
験
、
十
和
田
神
社
、

乙
女
の
像
の
散
策
で
歴
史
の
学
習
、

奥
入
瀬
渓
流
で
こ
け
の
観
察
を
行

い
、
県
内
外
に
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る

人
材
の
育
成
が
ね
ら
い
で
す
。

　

初
日
は
湖
畔
宇
樽
部
で
の
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し

た
。
カ
ヌ
ー
の
こ
ぎ
方
を
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
か
ら
教
わ
っ
た
後
、

子
ど
も
た
ち
は
恐
る
恐
る
カ
ヌ
ー

に
乗
り
込
み
、
次
第
に
慣
れ
る
と

沖
に
こ
ぎ
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
の
高こ
う
そ
あ
き
ら

祖
亨
良
く
ん

は
「
オ
ー
ル
の
使
い
方
を
ま
ち
が

え
て
カ
ヌ
ー
が
ひ
っ
く
り
返
り
そ

う
で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
乗
っ
て
み
た
い
し
、
多
く
の
人

が
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。
佐
々
木
精
一
さ
ん

（
70
）
は
「
市
民
の
多
く
が
十
和

田
湖
で
の
自
然
体
験
の
良
さ
を
知

ら
な
い
し
、
Ｐ
Ｒ
不
足
な
気
が
し

ま
す
」
と
話
し
、
佐
藤
や
え
会
長

（
59
）
は
「
湖
の
中
で
新
た
な
自

然
を
発
見
し
新
鮮
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」
と
自
然
体
験
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
十
和
田
湖
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
７
月
10
日
、
秋
田
県
小
坂
町

の
大
川
岱た
い
か
ら
本
市
休
屋
を
経
由

し
子
ノ
口
ま
で
の
21
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

４
８
７
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
沿
道

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
湖
畔
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。
「
十
和
田
湖

に
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
」
と
、

十
和
田
商
工
会
議
所
青
年
部
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
し
た
も
の
で
、

北
海
道
か
ら
長
崎
ま
で
、
15
〜
78

歳
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。第１回十和田湖マラソンもブランド企画のひとつ

　自然の中での遊びや体験は、子ど
もたちの人間的成長に不可欠。十和
田湖・奥入瀬渓流は自然体験の機会
を大いに提供する。

■
後
世
に
つ
な
ぐ
貴
重
な
宝

ここにしかない楽しい体験をここにしかない楽しい体験を
　　私たちが未来に発信します　　私たちが未来に発信します

■
初
の
十
和
田
湖
マ
ラ
ソ
ン

■
観
光
事
業
を
支
え
る

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち

貴
重
な
体
験
型
観
光
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に
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こ
の
よ
う
に
、
十
和
田
湖
・
奥

入
瀬
渓
流
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
が
で
き
る
観
光
資
源
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
ま
す
。
そ
の
た
め
十

和
田
湖
と
奥
入
瀬
渓
流
は
観
光
と

体
験
活
動
に
よ
り
日
本
有
数
の
ブ

ラ
ン
ド
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
は
国
立
公
園
へ
の
外
国

人
の
訪
日
客
誘
致
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）
の
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
観
光
地

と
し
て
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
国
立

公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ

デ
ル
公
園
に
、
十
和
田
八
幡
平

（
青
森
、
秋
田
、
岩
手
）
な
ど
全

国
８
カ
所
を
選
び
ま
し
た
。
国
は

２
０
２
０
年
ま
で
に
外
国
人
の
国

立
公
園
訪
問
者
数
を
年
間

４
３
０
万
人
か
ら
一
千
万
人
に
増

や
す
計
画
で
、
こ
の
事
業
に
は
専

門
ガ
イ
ド
の
育
成
や
宿
泊
施
設
の

機
能
な
ど
の
強
化
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
国
立
公
園
指
定
80

周
年
を
機
に
、
県
や
国
と
一
緒
に

十
和
田
八
甲
田
地
域
の
再
生
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
県
内
の
宿
泊
者

は
約
５
０
０
万
人
、
こ
の
う
ち
外

国
人
は
11
万
９
千
人
で
前
年
比
の

60
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
て
、
十

和
田
湖
・
奥
入
瀬
渓
流
の
観
光
も

今
後
外
国
人
観
光
客
の
増
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
30
日
、
県
は
中
国
か
ら
の

訪
日
観
光
客
に
本
県
を
訪
れ
て
も

ら
お
う
と
、
中
国
の
旅
行
会
社
９

社
の
担
当
者
を
招
き
、
酸
ヶ
湯
温

泉
、
奥
入
瀬
渓
流
な
ど
の
観
光
地

を
視
察
し
な
が
ら
本
県
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
湖
畔
に
は
休
廃
業
し
て

廃
屋
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
や
土
産
店

が
あ
り
、
景
観
を
損
ね
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
、
十
和
田
湖
駅
前

に
あ
る
廃
業
し
た
南
祖
庵
が
解
体

さ
れ
ま
し
た
。
国
は
今
後
、
解
体

し
た
跡
地
を
含
め
た
駅
前
広
場
の

景
観
整
備
を
進
め
る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
奥
入
瀬
渓
流
の
自
然
環

境
を
保
護
す
る
た
め
に
、

２
０
１
６
年
度
、
青あ
お
ぶ
な
や
ま

橅
山
バ
イ
パ

ス
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
延
長
は

5
・
2
キ
ロ
。
そ
の
う
ち
ト
ン
ネ

ル
部
分
が
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を

占
め
高
度
な
技
術
を
要
す
る
た
め
、

国
に
よ
る
直
轄
事
業
と
な
っ
て
い

【
参
考
資
料
】
財
団
法
人
自
然
公
園

財
団
「
十
和
田
国
立
公
園 

パ
ー
ク
ガ

イ
ド
十
和
田
湖
〔
奥
入
瀬
八
甲
田
〕
、

十
和
田
文
化
研
究
所
発
行
「
十
和
田

国
立
公
園
」
、
東
奥
日
報
新
聞
、
デ

ー
リ
ー
東
北
新
聞
、
十
和
田
湖
町
史
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　十和田湖遊覧船は以前、団体旅行コースに乗船
が含まれ年間約83万人でしたが、今はオプション
となり、2015年度は約12万人でした。ホテルも
青森、秋田両県で23軒ありましたが、現在は9軒
です。良き時代にホテルや店舗を増設したのが、
今は休廃業で廃屋が目立つようになり、観光地の
景観が損なわれています。
　観光地には、店の外にテーブルやベンチを並べ
てゆっくりと食事するなど、喜んでもらえるよう
なオシャレな店やホテルが必要です。事業主が高
齢化し家族経営で難しいかもしれませんが、若い
人が手を取り合って、意欲を持って経営再建して
いただきたいと思っています。
　十和田湖は日本の宝です。しかしながら東北地
方の外国人の誘客は一人負け状態。日本全体で年
間約2千万人も訪日しているのに、北海道の函館
が40万人で、東北は６県で52万人です。当ホテル
の外国人客は台湾からが90％、ほかは中国、香港、
アメリカからです。台湾客は湖や渓流、温泉好き。
台湾には紅葉や雪がなく、桜も日本ほどないので
５月と10月に多く来てくださいます。
　母体である日本人観光客も、大勢来てくださる
ことを願っています。

ホテル十和田荘・
十和田湖レークビューホテル
　代表取締役

中村 秀行 さん

　青函連絡船が廃止になる昭和末から平成元年頃
までは北海道全域からの中学校修学旅行客が多く、
札幌を中心に何万人も来てくれました。店は毎日
団体客で混み、子どもたちは「内地へ来た」とい
う思いで、小遣いをはたいてお土産を買ってくれ
ました。青函トンネルを列車が走り修学旅行コー
スが変わったあたりから、十和田湖に学生の団体
客は泊まらなくなりました。現在はグループや家
族、シニア夫婦が目立つようになっています。
　観光客から「十和田湖には何があるの？乙女の
像？十和田神社？」と言われても、景色全体が見
どころなのに、どこをどのように見せればいいの
か分かりません。昔は旅行会社任せでしたが、こ
れからは地元のＰＲ観光ガイドが必要ですし、こ
こにしかない新しいアイデアをさまざま考えてい
かなければなりません。現在、旧参道の杉並木を
チップ舗装し、当地の歴史復元に務めています。

もりた観光物産店 店主

　森田 健
たけし

 さん

時代とともに
観光客が変わりました
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解体した駅前の南祖庵跡地。
今後、景観整備が進められる。

私
も

応
援
す

る
ぞ
！



秋の狂犬病予防注射と飼い犬登録のお知らせのお知らせ
　生後91日（３カ月）以上の犬は、狂犬病予防法により、生涯１回の登録と年１回の
狂犬病予防注射が義務付けられています。次の日程で狂犬病予防注射と飼い犬の登録
受け付けを行いますので、犬を連れて実施場所へお越しください。すでに登録をして
いる犬の飼い主には、はがきを郵送しますので、注射当日に必ず持参してください。
費用　▶飼い犬の登録料 3,000円　▶予防注射料 3,100円

飼い主の皆さんへ
　人と動物が快適・健康に暮らしていける社会の
ために、飼い主の皆さんは近隣に迷惑をかけない
ようにしましょう。住みよいまちづくりにご協力
をお願いします。▲

散歩時のふんは必ず持ち帰りましょう。▲

犬の放し飼いはやめましょう。

問まちづくり支援課☎51 6726

2016年（平成28年）10月号　広報2016年（平成28年）10月号　広報 ８８

月日 実　施　場　所 実施時間

10
月
13
日
㈭

両泉寺集会所前 ８：55～９：00
旧漆畑消防屯所前 ９：05～９：10
百目木集会所前　 ９：15～９：20
冷道研修館前 ９：25～９：30
高田集会所前（大畑野） ９：35～９：40
片貝沢生活改善センター前 ９：45～９：50
渕沢集会所前 ９：55～10：00
焼山スキー場券売り場向駐車場 10：05～10：10
宇樽部バス停前駐車場 10：50～10：55
十和田湖診療所前（休屋） 11：05～11：10

10
月
15
日
㈯

一本木会館前（白上） ８：40～８：50
ＪＡ藤坂支店前 ８：55～９：05
喜多美町バス停前 ９：15～９：20
藤島会館前 ９：30～９：40
伝法寺農村広場前 ９：50～９：55
高谷集会所前（米田） 10：05～10：15
舘バス停前（滝沢） 10：25～10：30
平山バス停前（大不動） 10：45～10：50
ＪＡ切田経済センター前 11：00～11：05
吾郷会館前　　 11：15～11：20
瀬戸山公園前（東三番町） 13：10～13：15
日の出会館前 13：20～13：25
稲吉集会所前 13：30～13：40
東小稲会館前 13：45～13：55
穂並会館前 14：00～14：05
南公民館駐車場 14：10～14：20
南吾郷町内会館前 14：25～14：30
隣保館前（西十三番町） 14：35～14：45

10
月
16
日
㈰

三日市川原バス停前 ８：40～８：45
元ＪＡ三日市倉庫前 ８：50～８：55
下洗生活改善センター前 ９：00～９：10
太田川原研修館前 ９：15～９：20
太田集会所前 ９：25～９：30
二ツ家集会所前 ９：35～９：40
水尻地区ふれあい会館前 ９：45～９：50
中ノ渡集会施設前 ９：55～10：00
川口研修館前 10：05～10：10
中里消防屯所前 10：20～10：25
十和田湖公民館前 10：30～10：40
中川原生活改善センター前 10：45～10：50
上川目集会所前 10：55～11：00
下川目生活改善センター前 11：05～11：10
地域包括支援センター駐車場
　　　　　（十和田湖支所西側） 11：15～11：20

月日 実　施　場　所 実施時間

10
月
22
日
㈯

和交会館前（西十一番町） ８：40～８：45
西金崎公園前 ８：50～８：55
赤沼消防屯所前 ９：05～９：10
八郷会館前 ９：20～９：25
中掫消防屯所前 ９：35～９：40
深持ふれあいセンター前 ９：50～９：55
気比神社前（晴山） 10：05～10：15
洞内和徳館前 10：25～10：35
ひがしの会館前（ひがしの二丁目） 10：45～10：55
ワークショップのづき東隣芝生 11：00～11：10
元町神社前（元町屯所隣） 11：15～11：20
三木野公園前 13：10～13：20
北里公園前 13：25～13：30
前谷地公園前（東二十一番町） 13：35～13：45
オレンジハート高清水店前 13：55～14：00
東栄会館前（八斗沢） 14：05～14：10
牛鍵公民館前 14：20～14：30
立崎公民館前 14：35～14：40
十和田車検センター事務所前 14：50～14：55

10
月
23
日
㈰

市役所西側駐車場 ８：00～11：00

登録・予防注射はなぜ必要なのか？
　狂犬病はすべての哺乳類に感染し、発症すると
ほぼ 100％死亡する、治療法がない病気です。　
　また、近年、狂犬病清浄国（国内が原因の狂犬
病が長期間発生していない国）だった台湾で、山
中に生息していた野生動物が狂犬病のウイルスを
保持していた事例がありました。日本国内でも狂
犬病のウイルスを持った野生動物が生息している
可能性があります。
　国内で狂犬病が発生し広まってしまうことを防
ぐために、飼い犬の登録・予防注射を確実に行う
ことが重要です。ご協力をお願いします。

市役所からのお知らせ

▶新しく犬を飼い始めたとき
▶飼い犬が亡くなったとき
▶住所や飼い主など、登録事項に変更があったとき

こんなときは届け出が必要です



問とわだ駒街道マラソン大会実行委員会（スポーツ・生涯学習課内）☎722317

　とわだ駒街道マラソン大会開催のため、下記のとおり交通規制を行いますので、ご協力をお願いします。
　また、交通規制により路線バスの一部経路と中央病院入口が北側（北園駐車場方面）へと変更になります。

「第21回とわだ駒街道マラソン大会」交通規制のお知らせ

第一中

規制実施日：10月９日㈰
予定時間：午前８時45分～正午

（生内）

市役所市役所
◎◎

十和田西高十和田西高

102

中央交番中央交番

ポニー温泉様

スタート・ゴール地点
陸上競技場

●●

十和田湖十和田湖
支所支所

◎◎
（奥入瀬川）（奥入瀬川）

（三日市）（三日市）

（中掫）（中掫）
（赤沼）（赤沼）

●●

八郷保育園様八郷保育園様

十和田湖十和田湖
消防署消防署

（水尻）（水尻）

（太田）（太田） ●●
太子食品様太子食品様

スーパースーパー
カケモ様カケモ様

●●╳

●● コメリ様コメリ様

マラソンコース
（中央交番⇄官庁街⇄第一中）

車両規制路線

（
旧
国
道
４
号
）

交通規制に伴うご協力のお願い
〇コースとなっている道路と周辺道路は、全面車両通行止めなどの交通規制を行います。
〇交通規制に伴う迂回については、現場係員などの指示に従ってください。

10９
㈰

９ 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）10月号

市役所からのお知らせ

11月５日㈯　舞台部門
事業名 開始時間 出演団体名 会場
セレモ
ニー 10：00～ テープカット ロビー

舞と躍動

10：20～ 北園幼稚園キッズ新体操

大ホール

10：30～ ピリアロハ オ フラ
10：55～ 泉流泉寿会十和田
11：20～ オハイアリイ フラ スタジオ
11：45～ ナニャドヤラ保存会
12：10～ DANCE WAG
12：35～ 若柳流柳尚会
13：00～ 花柳流美好榮会
13：25～ ダンスバレエリセ豊島舞踊
13：50～ ポラリス フラ
14：15～ 若柳流柳永会十和田教室
14：40～ 花柳流美好会
15：05～ すみ子モダンバレエ研究所
15：30～ 花柳流花すず会
15：55～
16：20 カントリーラインダンス

演劇 18：00～
19：00 北里大学演劇同好会

11月６日㈰　舞台部門
事業名 開始時間 出演団体名 会場

吟詠 10：00～
11：30

國風流吟詠会

和室１寿大学詩吟クラブ

謡と仕舞 13：00～16：00 十和田宝生会

秋のスペ
シャルコ
ンサート

13：00～ クレールウインドオーケストラ

大ホール

13：20～ ジュニアオーケストラ十和田／十和田フィルハーモニー管弦楽団
13：55～ 十和田ハーモニーズ
14：10～ コーラス四季
14：25～ コールアゼリア
14：40～ 生田流宮城社田中社中
14：55～ 生田流琴十月会
15：10～ 十和田マンドリンクラブ
15：25～ とわだ混声合唱団

11月５日㈯・６日㈰　展示部門
時間 出演団体名 会場

10：00～
17：00

写真展、書道展、水墨画展、盆栽展、
文芸展、自然界展、美術展、手工芸展、
陶芸展、蘭展、いけ花展　ほか

生涯学習
ホール
ほか

※６日は16時までの展示です。

第47回十和田市民文化祭第47回十和田市民文化祭
とき▶11月５日㈯・６日㈰　ところ▶市民文化センター 問スポーツ・生涯学習課☎722313

市内外で活動している文化団体などが日ごろの
活動の成果を発表します。ぜひお越しください。

（



問政策財政課地方創生・婚活支援係 ☎516712地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと
十和田　移住　日々コレ 検索

　移住のきっかけは、十和田湖・奥入瀬渓流を拠点にした体験ツアーな
どの企画を行う会社から、「カヌーガイドとして十和田市で働かない
か」というオファーでした。小さい頃に足を運んだくらいで青森県のこ
とは全く分からなかったけれど、不安よりも「ガイドとして働きたい」
という気持ちの方が強かったですね。
　十和田市に来てみて、森の美しさに一目ぼれして定住を決めました。
十和田湖や奥入瀬渓流の豊かな自然環境を伝える仕事をしながら、大切
な家族と過ごす時間は最高に幸せです。
　私が働いているNExでは、十和田湖でのカヌーツアーや、奥入瀬渓流、
蔦の森などをゆったり気ままに散策できるランブリングツアーを行って
います。一つ一つの小さな命をじっくりと観察して、フォルムの美しさ
を楽しんだり、生態などを知ることで、自然の奥深さや不思議、そして、
人間とのつながりもあることを知ってほしいです。また、十和田市の日
本屈指の自然の魅力や価値を、地元の人にこそ再発見していただきたい
と思っています。

　村上さんは、首都圏などに住む移住希望者を対象とした「移住お試し
ツアー」にもカヌーガイドとして協力してもらい、市の魅力の伝道師と
して活躍しています。

とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743とわだ産品情報

2016年（平成28年）10月号　広報2016年（平成28年）10月号　広報 1010

　白いにんにくを熟成発酵させた黒にんにくが注目されてい
ます。９月６日には、八戸市で「世界黒にんにくサミット」
が開かれるなど、今や国内外を問わず関心が高まっています。
その理由は、なんといっても黒にんにくの健康効果です。　
県の研究によると、黒にんにくには、脳の代謝を促したり、
ストレスを抑える有効成分が含まれていて、本来にんにくが
持っている強い抗がん作用（米国立がん研究所発表）や血圧、
コレステロール、血糖値などを下げたり、血栓を防ぐ作用な
どと合わせ、最強の健康食材と言われています。
　また、黒にんにくは、糖度が増し、まるでドライフルーツ
のような食感があり、生にんにく特有の匂いや胃への刺激も
少なく、お子さまでもおいしく食べることができます。
　市はにんにく生産量日本一。こんなに優れた食材が市の名
産とはうれしいですね。黒にんにくは、一日に１～２片食べ
るのが効果的と言われます。特に寝る前が良いそうですから、
今夜から早速いかがですか。

　黒にんにくの驚くべき健康パワー

▲黒にんにくは、道の駅とわだ、道の駅奥入瀬、 
　十和田市観光物産センターなどで好評発売中です。

　身近で気付かないこともある地元の魅力。皆さんはどのようなところが市の魅力だと感じていますか。十
和田市の豊かな自然にほれて北海道から移住された、村上周平さんをご紹介します。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ　移住者の声

十和田市の豊かな自然にほれて定住を決断

PROFILE
北海道栗山町生まれ。主に岩見沢市
で育つ。恵庭市のアウトドア専門学
校卒業後、2007年に十和田市へ移住。
現在はネイチャーエクスペリエンス
グリーンハウス（NEx）に所属し、
カヌーガイド・ネイチャーガイドと
して活躍中。妻と息子の３人家族。

村
むらかみ

上 周
しゅうへい

平さん（36）

知ってて
お得★

しずくの恵マルシェを開催しています
●次回は
　とき　10月23日㈰　午前９時～午後１時
　ところ　市民交流プラザ「トワーレ」



10月の健康カレンダー
◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は１歳６か月児健
　診時に、母子健康手帳に挟めて配布しています。
※３歳児健診は３歳６か月児が対象です。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※保健センター駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

11日㈫
12：00～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 27年４月生まれの幼児

26日㈬※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆２歳児発達健診
平成 26年４月生まれの幼児

27日㈭※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆３歳児健診
平成 25年４月生まれの幼児

25日㈫※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆こどものこころの相談
小・中・高校生とその家族　

13日㈭14：00～
※６日まで要予約

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など気
がかりのある人・家族

５日㈬
※３日㈪まで要予約
11月２日㈬
※10月31日㈪まで要予約
14：00～15：00

保健センター
問健康増進課
☎516791

◆栄養相談
市内在住の人

12日㈬
９：30～・13：15～
※７日㈮まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65歳以上の人・家族

19日㈬
14：00～15：30
※14日㈮まで要予約

市役所新館３階会議室C
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

19日㈬※要予約
▶継続の人
　９：30～10：30
▶新規の人
　10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般の人

４日㈫・18日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

19日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

20日㈭
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般の人

４日㈫・18日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所  エイズ専用
問☎㉓8450

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

４日㈫
９：30～13：00

県トラック協会上十三支部駐車場
14：15～16：00

５日㈬
11：00～14：00 ホーマック㈱十和田店
16：00～18：00 十和田工業高校

８日㈯
９：00～12：00

東地区公民館まつり会場
13：00～15：30

23日㈰
９：30～12：00

南公民館まつり会場
13：00～15：00

29日㈯
９：30～12：00 三本木農業高校
13：30～16：00 ホーマック㈱十和田店

高齢者対象
インフルエンザ予防接種を実施します

対象　本市に住民登録をしている次の人
　①接種日において65歳以上の人
　②接種日において60歳以上65歳未満の人で、心
　臓、腎臓、呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウ
　イルスにより免疫の機能に障害を持ち自己身辺の
　日常生活がほとんど不可能な人で身体障害者手帳
　１級相当の人
※10月１日時点で満65歳の人と過去３年間に接種
　をされたかたには予診票を９月下旬に郵送してい
　ます。①、②以外の人は、市で実施する予防接種
　の対象とはなりませんので、直接医療機関にお問
　い合わせください。
期間　10月１日㈯～12月28日㈬
実施場所　市内指定医療機関
費用　1,300円（期間内１回の接種に限ります）
※次の人は無料です。
▶生活保護世帯の人
　受給者証など確認できる書類を提示してください。
▶平成28年度市民税非課税世帯の人
　事前に税務課（市役所本館１階）または十和田湖支
　所で「市民税非課税世帯証明書（無料）」を取得し、
　接種するときに指定医療機関へ提出してください。
持ち物　予診票、健康保険証

問健康増進課健康管理係☎516790

10月１日から　Ｂ型肝炎ワクチン
定期予防接種が始まります

対象　平成28年４月１日以降に生まれた
　　　０歳児
期間　生後２月から１歳の誕生日の前日
　　　までに３回接種
※接種間隔など詳細は、対象者に個別に通知します。

問健康増進課健康管理係☎516790・516792

　平成26年度の市民の死亡原因１位は「悪性新生物
(がん)」で、全体の26.8%を占めています。
　部位別では１位「肺がん」、２位「胃がん」、３
位「結腸がん」です。いずれも定期受診をすること
によって早期発見が可能とされています。
　また、日本対がん協会によると、がんは早期のう
ちに見つけて適切な治療を受ければ、90%以上は５
年生存率が90%を超えるといわれています。
　このことから、市では「胃がん」「肺がん」「大
腸がん」「乳がん」「子宮がん」のがん検診を実施
しています。
　大切な命を守るために、がん検診を受けましょう。

問健康増進課健康管理係☎516790

10月は　がん検診受診率50％に
向けた集中キャンペーン月間

11広報　　　　　　　　2016年（平成28年）10月号



十和田八幡平国立公園十和田八甲田地域指定80周年

受け継がれる歴史　十和田湖・八甲田　vol.3受け継がれる歴史 十和田湖 八甲田 o 3受け継がれる歴史 十和田湖 八甲田 o 3

六ヶ所村

三沢市

〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立
圏圏域のイベント情報をお届けし
ます♪

七戸町 東北町

▼とき　11月５日㈯～６日㈰

▼ところ　東北地区：北総合運動公
　　　　　園　上北地区：町民体育
　　　　　館・文化センター
問東北町農林水産課☎563111

生き活き産業文化まつり

六ヶ所村村村村村みんな
で

出かけ
よう

ハロウィンフェスタin MISAWA

▼とき　10月15日㈯　午前11時～

▼ところ　中央商店街区（オレンジ
　　　　　広場～アメリカ広場）
問三沢市商工会☎532175

▼とき　11月３日㈭
　　　　午後１時30分～３時30分

▼ ところ　七戸町農村環境改善セン
　　　　　ター「柏葉館」
問七戸南公民館☎622118

　

太
平
洋
戦
争
の
最
中
、
１
９
４
３
（
昭

和
18
）
年
９
月
27
日
。
秋
田
県
旧
陸
軍
能

代
飛
行
場
か
ら
八
戸
飛
行
場
（
現
陸
上
自

衛
隊
八
戸
駐
屯
地
）
へ
、
偵
察
機
の
部
品

調
達
と
訓
練
を
兼
ね
て
搭
乗
員
４
人
を
乗

せ
た
陸
軍
一
式
双
発
高
等
練
習
機
〔
キ

54
〕
が
、
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
、

午
後
２
時
30
分
頃
十
和
田
湖
へ
不
時
着

し
、ま
も
な
く
水
没
し
ま
し
た
。
場
所
は
、

御お
ぐ
ら倉
半
島
と
中
山
半
島
の
間
の
中

な
か
の
う
み湖
（
最

深
部
３
２
７
メ
ー
ト
ル
）。
搭
乗
員
１
人

は
村
民
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
り
３

人
は
救
出
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
、
湖
底
の
地
図
作
成
の
た

め
水
中
カ
メ
ラ
で
調
査
中
の
海
洋
調
査
会

社
が
、
水
深
57
メ
ー
ト
ル
の
湖
底
に
沈
ん

で
い
る
同
機
を
撮
影
。
湖
底
は
水
温
５
度

以
下
で
保
存
状
態
は
良
好
。
終
戦
ま
で

１
３
４
２
機
生
産
さ
れ
た
中
で
唯
一
残
っ

た
機
体
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
青
森
県
航

空
協
会
会
長
で
三
沢
航
空
科
学
館
館
長
の

大
柳
繁
造
氏
ら
有
志
が
引
き
揚
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
湖
底
は
強
い
粘
度
質
の

泥
土
の
た
め
作
業
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

２
年
に
渡
る
挑
戦
で
つ
い
に
成
功
。　

　

69
年
ぶ
り
に
現
れ
た
機
体
は
、
洗
浄
後

修
復
さ
れ
、
現
在
同
航
空
科
学
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
７
月
、
同

機
は「
日
本
航
空
協
会
の
重
要
航
空
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
、
今
、
館
内
で
ゆ
っ
く
り
羽

を
休
め
て
観
賞
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　立川一式双発高等練習機
〔キ54〕は、多座機乗員の操
縦、航法、通信、爆撃、射撃
訓練などに使用する多用途練
習機として1941（昭和16）
年に陸軍に採用されました。
機体は全長11.９m、幅17.９m。
型は甲型（操縦・航法練習）、
乙型（無線通信・爆撃）、丙
型（輸送）、丁型（対

たいせんしょうかい

潜哨戒
機）があり、引き揚げられた
型は甲型といわれています。

立川一式双発高等練習機〔キ54〕 ※資料　県立三沢航空科学館、光人社「決定版日本軍用機写真集」、十和田湖町史より

「十和田湖から
 引き揚げられた遺産」

2016年（平成28年）10月号　広報2016年（平成28年）10月号　広報 1212

六ヶ所村

六戸町

七戸南公民館設立70周年
共催事業

メイプルタウンフェスタ2016

▼とき　10月29日㈯
　　　　午前10時～午後５時
　　　　10月30日㈰
　　　　午前９時～午後４時

▼ところ　六戸町総合体育館ほか
問メイプルタウンフェスタ実行委員会
（六戸町産業課内）☎553111

▼とき　11月５日㈯～６日㈰

▼ところ　尾駮漁港特設会場
問六ヶ所村観光協会☎0175722111

第33回ろっかしょ産業まつり

▼とき　10月８日㈯午前７時～
　　　　10月22日㈯午前８時～

▼ところ　泊地区イベント広場（８日）
　　　　　スワニーイベント広場（22日）
問六ヶ所村商工会☎0175722331

ふるさと新鮮朝市

　打楽器グループ「ファルサ」によ
る演奏などが行われます。



　市民文化センターで平成 28年度十和田市戦没者追悼式
が行われました。
　市遺族会佐々木せつ子婦人部長は「悲しみの歴史を繰
り返さず、戦争の史実と教訓を子々孫々に正しく伝え、
平和で希望に満ちた社会の増進に努力を重ねることを誓
います」と追悼の辞を述べました。
　遺族など参列者 113 人は、菊の花をささげ戦没者の霊
をなぐさめるとともに平和への誓いを新たにしました。

戦没者をしのび平和の尊さを思う

十和田市戦没者追悼式
８
19

戦没者をしのび菊花を献上しました 

　ＡＬＴ（外国語指導助手）と一緒にさまざまな活動を
行うことで、英語への興味を高めさせることを目的に十
和田湖支所で、「イングリッシュ・ディ in Towada（夏）」
（市教育委員会主催）が開催され、小・中学生 85 人が英
会話を楽しみました。参加者は学年ごとに５チームに分
かれ、自己紹介やゲームなどで交流を深めた後、発表会
でオリンピックを題材にした寸劇や工夫を凝らしたクイ
ズなどを英語で発表し合い、楽しい一日を過ごしました。

Have fun！ 思いっきり楽しもう

イングリッシュ・ディin Towada（夏）

オリンピック選手のプレーを英語で表現したチーム

８
21

　三本木農業高校（瀧口孝之校長）の生徒ら 14人が市役
所を訪れ全国大会出場などを小山田市長に報告しました。
アーチェリー部　高校総体男子団体優勝、東北高校選手
　権男子団体優勝、東北高校選手権女子団体優勝
相撲部　東北高校選手権団体優勝、選抜高校相撲十和田
　大会団体第３位
農業クラブ　日本学校農業クラブ東北大会クラブ活動紹
　介発表会最優秀賞　

目覚ましい活躍が続く

三農が全国大会出場を報告

各部・クラブの代表生徒と顧問の皆さん。農業クラブの全国大
会は10月26・27日に大阪府で開催されます

　中学２年生を対象に「夢への挑戦」講演会（市教育委
員会主催）が開催されました。市内中学校などから参加
した約 700 人の生徒を前に、八戸市立市民病院副院長・
救命救急センター所長の今明秀医師が「救命救急の医師
として～中学生に伝えたいこと～」と題して、命の大切
さと命を救う仕事について講演を行いました。
　動画や小道具を用いながらの講演は、とても分かりや
すく、生徒らは身を乗り出して聴講しました。

中学２年の君たちへ　救命救急の現場から

「夢への挑戦」講演会

次々と出る生徒からの質問に、今医師はそばまで行き、
ていねいに回答しました

９
１

９
６

市内のイベントを随時発信！
十和田市ブログ駒の里 検索

13広報　　　　　　　　2016年（平成28年）10月号
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十和田市秋まつり

十
和
田
市

秋秋
ま
つ
り

ま
つ
り

優勝　あけぼの祭典委員会 準優勝　西十一番町町内会

　

10
日
、
市
相
撲
場
で
第
10
回
十
和

田
囃
子
競
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
和
田
囃
子
が
で
き
て
10
年
目
の

今
年
。
そ
の
記
念
す
べ
き
栄
冠
を
手

に
し
よ
う
と
16
団
体
が
参
加
し
、
十

和
田
囃
子
の
「
休
み
太
鼓
」
・
「
進

み
太
鼓
」
・
「
ケ
ン
カ
太
鼓
」
を
競

い
ま
し
た
。

　

上
位
４
チ
ー
ム
か
ら
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
競
っ
た
結
果
、
「
東
小
稲

祭
典
委
員
会
」
と
「
公
園
街
地
区
町

内
会
連
合
会
」
が
３
位
。
「
西
十
一

番
町
町
内
会
」
が
準
優
勝
、
「
あ
け

ぼ
の
祭
典
委
員
会
」
が
２
年
ぶ
り
２

回
目
の
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

競
演
競
演

十
和
田
囃
子
10
周
年

10周年を記念して各参加団体代表者による
十和田囃子合同演奏を披露しました

第１回 東小稲町内会
第２回 東小稲町内会
第３回 公園街地区町内会連合会
第４回 公園街地区町内会連合会
第５回 公園街地区町内会連合会
第６回 東小稲町内会
第７回 東小稲町内会
第８回 あけぼの祭典委員会
第９回 西十一番町町内会
第10回 あけぼの祭典委員会

★歴代優勝町内会

　

９
月
9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
十
和
田
市

秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
の
午

前
中
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
午
後
か
ら
晴

れ
、
各
町
内
会
で
製
作
し
た
山
車
や
太
鼓
車

は
、
午
後
２
時
か
ら
三
本
木
稲
荷
神
社
前
を

出
発
。
豪
華
絢
爛
な
山
車
が
次
か
ら
次
へ
と

通
り
を
練
り
歩
く
と
、
沿
道
の
観
客
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
期
間
中
は
、
市
内
外
か
ら
23
万
人
の

人
出
を
記
録
し
、
市
秋
ま
つ
り
は
最
高
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ウマジン創作演舞ウマジン創作演舞

ケンカ太鼓　西十一番町町内会が全団体を迎えるケンカ太鼓　西十一番町町内会が全団体を迎える

市
長
賞 

西
茜
会



☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表

宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

町
内
会
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
全
国
自

治
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
て
、
次
の
町
内
会
が

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
の
拠
点
施
設
の
機
能
の
強
化
が
図
ら

れ
、
高
齢
者
や
住
民
が
憩
え
る
集
い
の
場

の
充
実
、
地
域
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◆
六
日
町
町
内
会　

助
成
金
２
１
０
万
円

　

物
置
、
ア
ン
プ
、
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
掃

除
機
、
提
灯
、
テ
ン
ト
、
卓
上
テ
ー
ブ
ル
、

ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
な
ど

◆
西
北
園
町
内
会　

助
成
金
２
２
０
万
円

　

テ
レ
ビ
、
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

折
り
た
た
み
式
テ
ー
ブ
ル
、
物
置
、
お
祭

り
櫓
や
ぐ
ら、
は
ん
て
ん
な
ど

◆
赤
沼
町
内
会　

助
成
金
２
５
０
万
円

　

除
雪
機
、
テ
レ
ビ
、
レ
コ
ー
ダ
ー
、
カ

ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ

リ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ス
ピ
ー

カ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
、
物
置
、
発
電
機
な
ど

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

☎
51
６
７
２
５

財産区名 法量 奥瀬 沢田

立候補
受け付け

日　　時 平成 28 年 11 月１日㈫　午前８時 30 分～午後５時
場　　所 ふるさと皆館３階多目的ホール
被選挙権 平成３年 11 月７日以前に生まれ、立候補する財産区の選挙権がある人
必要書類 戸籍抄本か謄本、住民票、印鑑

投開票
について

投票日時 平成 28 年 11 月６日㈰　午前７時～午後８時

選挙権のある人
大字法量 大字奥瀬（一部を除く） 大字沢田

平成 10 年 11 月７日以前に生まれ、平成 28 年８月１日以前に各大字区
域内に住民登録があり、引き続き住民登録のある人

開票日時 平成 28 年 11 月６日㈰　午後９時～

開票場所 法量集会所 ふるさと皆館３階
多目的ホール 十和田市沢田悠学館

法
量
・
奥
瀬
・
沢
田
各
財
産
区
議
会
議
員

一
般
選
挙
実
施
の
お
知
ら
せ

※
投
票
場
所
な
ど
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

　

て
は
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
や

　

チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

介
護
職
へ
復
帰
す
る
人
へ
準
備
金
（
最
大

20
万
円
）
を
お
貸
し
し
ま
す

　

介
護
施
設
で
介
護
職
員
と
し
て
１
年
以

上
職
務
経
験
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
が
貸
付
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　

貸
付
決
定
日
か
ら
１
年
以
内
に
県
内
で

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
か
ら
お
知
ら
せ

■
生
ご
み
粉
砕
機
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
」
を

　

展
示
し
ま
す

　

燃
え
る
ご
み
の
約
４
割
が
生
ご
み
で

す
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
を
設
置
す
る
と
、
ご

み
捨
て
作
業
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
ほ

か
、
生
ご
み
の
臭
い
に
悩
む
こ
と
も
な
く

な
り
ま
す
。

■
ご
み
減
量
を
目
指
し
て
小
型
家
電
・
衣

　

類
な
ど
を
回
収
し
ま
す

　

小
型
家
電
・
衣
類
な
ど
を
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
回
収
し
ま
す
。

◆
い
ず
れ
も

と
き　

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

■
野
焼
き
は
禁
止
、
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

ご
み
の
焼
却
は
、
悪
臭
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
発
生
原
因
と
な
る
た
め
、
ご
く
一

部
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
い
家
電
や
粗
大
ご
み
な
ど
の

不
法
投
棄
が
相
次
い
で
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

※
ど
ち
ら
も
罰
則
が
あ
り
ま
す

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
交
付
申
請

の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
子
ど

も
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
対
し
て
医

療
費
の
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
無
料
と

し
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
受
給
資
格
者
証
の
交
付
申
請

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
中
学
生
ま
で

　

の
子
ど
も

無
料
と
な
る
医
療
費　

通
院
・
入
院
に
か

　

か
る
保
険
診
療
分
の
医
療
費
自
己
負
担

　

額
持
参
す
る
も
の　

子
ど
も
の
保
険
証
・
印

　

鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
子
育
て
支
援
課

　

☎
51
６
７
１
６

介
護
業
務
に
再
就
職
し
、
２
年
間
働
い
た

場
合
、
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://aosyakyo.or.jp/

）
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会　

生
活
支
援

　

課
☎
０
１
７
・
７
２
３
・
１
４
６
９
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平
成
29
年
度
入
学
特
認
校
生
徒
募
集

　

市
の
特
認
校
「
切
田
中
学
校
」
で
は
、

来
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
体
験
学

習
や
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
郷
土
愛
に
満
ち
た
国

際
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

対
象　

来
年
度
中
学
校
に
進
学
す
る
市
内

　

在
住
の
小
学
６
年
生

募
集
人
員　

17
人
程
度

見
学
会　

10
月
28
日
㈮　

午
後
３
時
〜

募
集
期
間　

10
月
28
日
㈮
〜
11
月
４
日
㈮

面
談　

12
月
１
日
㈭

※
詳
し
く
は
切
田
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.kirita-tow

ada.jp/

） 

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

回数 とき 講師 内容

１ 11 月７日㈪　午後１時 30 分～４時
水野順子（キャリアカウンセラー）

自己理解
ブランクから一歩踏み出す就職準備

こども子育て支援課 市の子育て支援事業などについて
２ 11 月８日㈫　午前 10 時～正午 水野順子（キャリアカウンセラー） コミュニケーション能力の向上

３ 11 月 11 日㈮　午後１時 30 分～３時 35 分
瀬戸家みのり
（ファイナンシャルプランナー）

ライフプランについて

４ 11 月 15 日㈫　午後１時 30 分～４時
水野順子（キャリアカウンセラー） 履歴書の書き方

三沢公共職業安定所十和田出張所
十和田安定所管内の雇用失業情勢　
などについて

５ 11 月 16 日㈬　午前 10 時～正午 水野順子（キャリアカウンセラー） 面接対応、ビジネスマナー

女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

と
き
・
講
師
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

対
象　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
か

　

始
め
た
ば
か
り
の
女
性

募
集
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

申
し
込
み
方
法　

商
工
労
政
課
に
備
え
付 

　

け
の
「
受
講
申
込
書
」
を
持
参
か
郵
送

※
託
児
付
き
（
要
事
前
予
約
）

※
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
の

　

求
職
活
動
実
績
に
該
当
し
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
４

勤務場所　地域包括支援センターなど
対象　昭和27年４月２日以降に生まれた人で次のいず
　　れにも該当する人
　　①保健師か看護師の資格を有する人
　　②普通自動車運転免許を有し、パソコンを操作で
　　　きる人
業務内容　介護予防事業に関する運動機能と口腔機能
　　　　向上体操の指導など
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
賃金　月額155,100円程度　※社会保険、雇用保険加入
任用期間　平成28年11月１日～平成29年３月31日
　　　　　（必要により再任用あり）
面接試験　10月20日㈭午後１時30分　市役所新館５階
　　　　北側会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）、資格
　　　　を有することを証明する書類の写し、自動車
　　　　運転免許証の両面の写し
申込期限　10月17日㈪
申し込み方法　持参または郵送（〒034-0301十和田市
　　　　　　大字奥瀬字中平61-6）
問地域包括支援センター☎703671

勤務場所　十和田市役所
対象　昭和27年４月２日以降に生まれた人で次のいず
　　れにも該当する人
　　①保健師、看護師、社会福祉士、介護福祉士、介
　　　護支援専門員のいずれかの資格を有する人か介
　　　護職員として３年以上の実務経験のある人
　　②普通自動車運転免許を有し、パソコンを操作で
　　　きる人
業務内容　介護認定調査業務、その他高齢者支援に関
　　　　する業務
募集人員　３人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
賃金　月額157,400円程度　※社会保険、雇用保険加入
任用期間　平成28年11月１日～平成29年３月31日
　　　　　（必要により再任用あり）
面接試験　10月20日㈭午後１時30分　市役所新館５階
　　　　北側会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）、資格
　　　　を有することを証明する書類の写し、自動車
　　　　運転免許証の両面の写し
申込期限　10月17日㈪
申し込み方法　持参または郵送（〒034-8615高齢介護課）
問高齢介護課☎516722

介護認定調査員 介護予防指導員

非常勤職員等募集
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県
営
上
平
団
地
入
居
者
募
集

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▼
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
の
あ
る
人

▼
収
入
が
政
令
で
定
め
ら
れ
た
金
額
以
下

　

の
人

▼
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

▼
暴
力
団
員
で
な
い
人

中
央
病
院
「
市
民
健
や
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

と
き　

10
月
26
日
㈬　

午
後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

中
央
病
院
１
階
外
来
待
合
室

10
月
の
演
題
「
最
新
の
放
射
線
治
療
」

講
師　

放
射
線
科　

　
　
　

小
川
佐
智
男　

副
技
師
長

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

南
公
民
館
講
座　

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
電
波
教
室

　

実
験
で
電
波
が
ど
ん
な
も
の
か
を
学
び

ま
す
。
ラ
ジ
オ
も
つ
く
り
ま
す
。

と
き　

11
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

市
内
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ

　

の
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈬

問
南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

墓地種類 募集数 永代使用料 年間管理料

１種(２ｍ×３ｍ) 6区画 147,000円 4,210円
２種(２ｍ×２ｍ) 61区画 97,650円 2,410円

申し込み要件　次の全てに該当する人
①本市に住民登録がある人
②三本木霊園墓地を使用していない世帯の人
　•埋葬する遺骨がなくても申し込みできます。
　•１世帯につき１区画限りです。
　•３年以内に墳墓工作施設を設置してください。

三本木霊園の墓地使用者を募集します 　問まちづくり支援課
　　☎51 6726

申し込み方法
　印鑑と運転免許証など
の身分証明書を持参して
申し込みしてください。
応募者が多数の場合は抽
選になります。
（抽選会は 11 月を予定）
申込期間　10 月 11 日㈫
　　　　～ 10 月 31 日㈪

平
成
28
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

と
き　

12
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
20
分

と
こ
ろ　

十
和
田
消
防
庁
舎

定
員　

80
人

費
用　

４
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

受
付
期
間
・
対
象　

①
11
月
７
日
㈪
〜
11

　

日
㈮
本
市
ま
た
は
六
戸
町
に
居
住
ま
た

　

は
同
市
町
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

②
11
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

　

全
て
の
人
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に

　

限
る
）

申
し
込
み
方
法　

各
消
防
署
に
備
え
付
け

　

ま
た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// 

　

w
w
w
.tow
ada-kouiki.jp/

） 

か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
受
講
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
費
用
を
添
え
て
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本

　

部
予
防
課
☎
㉕
４
１
１
３

花
巻
市
探
訪
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

友
好
都
市
・
岩
手
県
花
巻
市
を
訪
れ
、

花
巻
新
渡
戸
記
念
館
、
高
村
光
太
郎
記
念

館
や
宮
沢
賢
治
記
念
館
を
巡
り
歴
史
文
化

な
ど
に
親
し
む
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
5
日
㈯　

　
　
　

午
前
７
時　

市
役
所
発

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

高
校
生
以
上
３
千
円　

　
　
　

中
学
生
以
下
千
円

申
込
期
限　

10
月
21
日
㈮

問
新
渡
戸
友
好
都
市
交
流
委
員
会
（
ま

　

ち
づ
く
り
支
援
課
内
）
☎
51
６
７
２
５

▼
県
税
お
よ
び
県
営
住
宅
の
家
賃
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
人

募
集
戸
数　

▼
２
戸

入
居
予
定
日　

12
月
１
日
㈭

募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

選
考
方
法　

審
査
の
上
、
応
募
者
多
数
時

　

公
開
抽
選

問
上
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
建

　

築
指
導
課
☎
㉒
８
１
１
１
内
線
３
３
８
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ところ　焼山地区、奥入瀬渓流、休屋地区
内容　　①三里半ウォーク　②高校生ボランティアガイドウォーク
　　　　③コケ散歩　④ネイチャーガイドバス　⑤ランドカー　
　　　　⑥湖畔アトラクションブース　⑦焼山オープンカフェ
　　　　※一部有料です。また、事前に申し込みが必要なものもあります。
　　　　　詳しくはホームページ（www.eco-oirase.com）をご覧ください。

　澄んだ水と空気、そして彩り鮮やかな秋の十和田奥入瀬を散策しませんか。

問エコロードフェスタ　（一社）市観光協会☎㉔3006
　マイカー規制　上北県民局地域整備部☎㉓4320

奥入瀬渓流マイカー規制奥入瀬渓流マイカー規制にご協力くださいにご協力ください
　フェスタ開催に伴い、奥入瀬渓流のマイカー交通規制を行います。

規制区間　国道 102 号惣辺交差点～子ノ口交差点
規制日時　10 月 29 日㈯・30 日㈰　午前９時～午後３時
対象車種　マイカー車両（レンタカー、自動二輪も含む）
その他　　期間中に奥入瀬渓流へマイカーでお越しの際は焼山駐車場（無料）、
　　　　　休屋駐車場（有料）に駐車の上、シャトルバス（有料）をご利用
　　　　　ください。
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10 2929㊏ ㊐/ 3030奥入瀬渓流エコロードフェスタ奥入瀬渓流エコロードフェスタ

市
民
図
書
館

■
子
ど
も
司
書
養
成
講
座

　

図
書
館
や
司
書
の
仕
事
を
学
び
、
友
達

や
家
族
に
読
書
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
子
ど
も
司
書
養
成
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

11
月
12
日
・
19
日
・
26
日
の
全
３

　
　
　

回
。
い
ず
れ
も
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

十
和
田
湖
公
民
館
講
座　

■
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
作
り
教
室

　

き
れ
い
な
絵
柄
の
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン

を
せ
っ
け
ん
や
雑
貨
品
に
貼
り
付
け
、
美

し
く
変
身
さ
せ
ま
す
。

と
き　

10
月
24
日
㈪　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

16
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、
ポ
ケ
ッ

　

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

■
伝
統
工
芸
講
座
「
裂
織
教
室
」

　

先
人
の
知
恵
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。（
初
心
者
歓
迎
）

と
き　

10
月
21
日
㈮
〜
11
月
11
日
㈮　

　
　
　

毎
週
火
・
金
曜
日　

全
７
回

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

定
員　

10
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

費
用　

材
料
費
実
費

◆
い
ず
れ
も

申
込
期
限　

10
月
13
日
㈭

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

定
員　

20
人

■
手
作
り
製
本
教
室

　

手
作
り
絵
本
を
作
成
し
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
以
上
の
人

定
員　

15
人

◆
い
ず
れ
も

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

十
和
田
湖
ひ
め
ま
す
味
紀
行　
　

　

期
間
中
に
参
加
店
で
十
和
田
湖
ひ
め
ま

す
料
理
を
召
し
上
が
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
の
う
ち
抽
選
で
10

人
に
、
と
わ
だ
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

と
き　

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
店　

十
和
田
湖
畔
、
市
街
地
な
ど
で

　

十
和
田
湖
ひ
め
ま
す
を
提
供
す
る
店
舗

※
新
た
な
十
和
田
湖
ひ
め
ま
す
メ
ニ
ュ
ー

　

を
提
供
す
る
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
参
加

　

店
、
営
業
時
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
十
和
田
湖
国
立
公
園
協
会

　

☎
75
２
４
２
５

マイカーSTOP!!マイカーSTOP!!
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東地区公民館まつり東地区公民館まつり 問☎㉔ 9000

問☎㉒ 4416

公民館まつりへ行こう！

とき　10 月８日㈯　午前９時～午後４時
とき　10 月９日㈰　午前９時～午後３時
内容　▶ステージ発表　吹奏楽、箏演奏、 
　　　　舞踊、紙芝居ほか
　　　▶展示、体験　生け花、お茶、絵画、
　　　　陶芸、フラワーアレンジメント、
　　　　書道ほか
　　　▶ふれあい広場　フリーマーケッ　
　　　　ト、屋台多数出店、ちびっこよさ
　　　　こい、太鼓演奏ほか
　　　▶その他　軽食堂、食生活改善推進
　　　　員会コーナー、講座体験コーナー
　　　　ほか

とき　10 月 22 日㈯　午前９時～午後４時
           23 日㈰　午前９時～午後３時
内容　▶ステージ発表　小学校合唱、小学
　　　　校ブラスバンド、中学校吹奏楽、
　　　　筝演奏、ピアノ演奏、社交ダンス、
　　　　舞踏、フラダンス、太極拳ほか
　　　▶展示　児童作品、水墨画、書道、
　　　　生け花、切り絵、パッチワークほか
　　　▶スポーツ　グラウンドゴルフ大　
　　　　会、ゲートボール大会
　　　▶模擬店　ラーメン、焼き鳥、たこ
　　　　焼き、からあげ、フライドポテト
　　　　ほか
　　　▶その他　健康づくり・子育て支援
　　　　コーナー、献血コーナーほか
※駐車場の台数が少ないので、車での来
　館はできるだけお控えください。

南公民館まつり南公民館まつり

道
の
駅
と
わ
だ
「
15
周
年
祭
」

　

お
客
さ
ま
、
農
家
の
人
、
全
て
の
人
に

感
謝
を
さ
さ
げ
る
３
日
間
。
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
目

白
押
し
で
す
。
青
森
県
道
の
駅
ま
つ
り
も

併
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈯
〜
10
日
㈪

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ

内
容　

①
８
日
㈯
午
前
10
時
〜
餅
ま
き　

　
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）・
午
前

　

10
時
〜
ロ
ッ
ク
Ｆフ
ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ 

　

in
と
わ
だ
ぴ
あ　

②
９
日
㈰
午
前
10
時

　

〜
ダ
ン
ス
Ｃコ
ン

テ

ス

ト

ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
in 

と
わ
だ

　

ぴ
あ
・
午
前
11
時
〜
大
鍋
振
る
舞
い　
（
先

　

着
５
０
０
食
）
③
10
日
㈪
午
前
10
時
〜

　

３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
in

　

と
わ
だ
ぴ
あ
（
青
森
ワ
ッ
ツ
・
チ
ア
ダ

奥
入
瀬
ろ
ま
ん
パ
ー
ク

「
第
11
回
十
和
田
湖
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

と
き　

10
月
30
日
㈰　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
奥
入
瀬
ろ
ま
ん
パ
ー
ク

内
容　

十
和
田
水
神
雷
太
鼓
、沢
田
鶏
舞
、

　

よ
さ
こ
い
（
チ
ビ
ッ
子
、北
里
三
源
色
）

　

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、 

す
い
と
ん

　

・
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
振
る
舞
い
、
お

　

楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
道
の
駅
奥
入
瀬
☎
72
３
２
０
１

駒
っ
こ
ラ
ン
ド

■
称
徳
館
特
別
展　
「
つ
な
ぐ
ー
南
部
裂

　

織
の
ぬ
く
も
り
と
こ
こ
ろ
」

　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
こ
た
つ
掛
け
な
ど
、

南
部
裂
織
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈯
〜
11
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　

※
月
曜
定
休
日

観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
・
高
校
大
学
生

　

１
０
０
円
・
中
学
生
以
下
無
料

■
10
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯
は
称
徳
館
観
覧

　

無
料

　
「
東
北
文
化
の
日
」
に
つ
き
、
称
徳
館

の
観
覧
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

問
馬
事
公
苑
称
徳
館
☎
㉖
２
１
０
０

　

ン
ス
チ
ー
ム
ブ
ル
ー
リ
ン
グ
ス
出
演
）

　

④
県
産
お
菓
子
す
く
い
取
り
（
道
の
駅

　

と
わ
だ
で
購
入
し
た
金
額
に
応
じ
て
。

　

な
く
な
り
次
第
終
了
）

問
道
の
駅
と
わ
だ
☎
㉘
３
７
９
０
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
１
６
 in 
と
わ
だ

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

と
き　

10
月
29
日
㈯　

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

中
心
商
店
街
五
〜
八
丁
目
路
上

※
午
後
２
時
30
分
〜
９
時
ま
で
交
通
規
制

　

を
行
い
ま
す
。

内
容　

Ｔト
リ

ッ

ク

ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏオ
アｒ 

Ｔト
リ

ー

ト

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
、

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス
ト

　

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ほ
か

問
七
・
八
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

　

☎
㉓
２
４
６
１

第
23
回
十
和
田
駒
フ
ェ
ス
タ

と
き　

10
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈪

　
　
　

10
月
19
日
㈬
〜
23
日
㈰

と
こ
ろ　

中
央
公
園
緑
地

内
容　

①
15
日
㈯
・
16
日
㈰
世
界
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬

　

選
手
権
②
17
日
㈪
・
19
日
㈬
〜
21
日
㈮

　

流
鏑
馬
公
開
練
習
、
乗
馬
体
験
③
22
日

　

㈯
・
23
日
㈰
十
和
田
ジ
ャ
ン
プ
選
手
権
、

　

流
鏑
馬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
流

　

鏑
馬
体
験
、
郷
土
芸
能
ほ
か

問
十
和
田
駒
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
馬
主
協
会
内
）　

　

☎
㉖
２
１
０
０

元
気
！
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
展
（
消
費

生
活
展
）　
　

　

安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
、
消
費
生
活
情
報
を
提
供
す
る
展

示
会
で
す
。
パ
ネ
ル
展
示
、
詐
欺
被
害
防

止
の
チ
ラ
シ
配
布
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販

売
し
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ

問
市
消
費
者
の
会
（
市
外
郭
団
体
事
務
室

　

内
）
☎
51
６
７
８
３

福
祉
フ
ェ
ア
と
わ
だ

　

市
内
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
に
よ
る
生

産
物
の
販
売
や
紹
介
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
十

上
十
三
も
の
忘
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

と
き　

11
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

認
知
症
に
関
す
る
講
演
や
寸
劇
、

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
70
３
６
７
１

市
民
の
た
め
の
「
薬
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
 in 
と
わ
だ

　
「
お
薬
の
こ
と
は
薬
剤
師
さ
ん
に
聞
い

て
み
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

す
。

と
き　

10
月
30
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

内
容

▼
講
演
１　
「
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う

　

医
療
―
Ｔ
ｏ
ｗ
ａ
ｄ
ａ
紫
」
青
森
大
学

　

薬
学
部
准
教
授　

大
越　

絵
実
加
さ
ん

▼
講
演
２　
「
く
す
り
の
正
し
い
使
い
方

　

と
薬
局
の
上
手
な
活
用
法
」
青
森
県

　

薬
剤
師
会
理
事　

柴
崎　

崇
さ
ん

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
（
一
社
）
青
森
県
薬
剤
師
会
上
十
三
支

　

部
・
山
本
☎
㉗
１
３
０
０

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
再
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

■
本
の
収
集

収
集
期
間　

10
月
12
日
㈬
〜
26
日
㈬

対
象
と
な
る
本 

▼
単
行
本
、
文
庫
本
、　

　

雑
誌
（
マ
ン
ガ
、
有
害
図
書
は
除
く
）

▼
10
年
以
内
に
刊
行
さ
れ
た
汚
れ
の
な
い
本

▼
全
集
、
辞
典
類
は
全
巻
そ
ろ
っ
て
い
る

　

も
の

■
本
の
配
布

　

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
本
の
中
か
ら
好

き
な
本
を
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。　

配
布
期
間　

11
月
２
日
㈬
〜
３
日
㈭

配
布
冊
数　

１
人
10
冊
ま
で

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
は
持
参
し
て
く

　

和
田
店

問
生
活
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

　

だ
さ
い
。

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
い
ず
れ
も

と
き　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８
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福祉の里は子育てにやさし
い企業に認定されました。  
人にやさしく、皆様に安心の
サービスを提供いたします。
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問現代美術館☎⑳ 1127

現代美術館イベント情報

会期　平成 28 年 10 月８日㈯～平成 29 年２月５日㈰
開館時間　午前９時～午後５時（入場は閉館の 30 分前まで）
休館日　月曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　ただし、12 月 26 日㈪から平成 29 年１月１日㈰は冬期休館
観覧料　企画展+常設展セット券 1,000 円
　　　　企画展の個別料金は一般 600 円
　　　　20 人以上の団体は 100 円引き　高校生以下無料

「On the Beach　ヨーガン レール　海からのメッセージ」
企画展

　ヨーガン レールは 1972 年に日本で会社を設立、衣服、テキスタイル、ジュエリーなどをデザインし、そ
の自然素材を生かしたものづくりで高く評価されています。
　農園と住居を沖縄・石垣島に作ったヨーガン レールは、際限なく海辺に打ち寄せられるゴミに悲しみと憤
りを感じ、それらを拾い集め、美しくも啓発的な照明器具を制作しました。
　本展ではヨーガン レールの照明作品を中心に、特別出品として生前プロジェクトに共感していたクリス 
ジョーダンの写真・映像作品も現代美術館ならではの空間構成で展示します。

撮影：高木由利子

「On the Beach　ヨーガン レール　海からのメッセージ」関連イベント

オープニングトーク
とき　10 月８日㈯午後１時 30 分～２時 30 分
ところ　企画展示室
対談　松浦秀昭（㈱ヨーガンレール）×小池一子（現代美術館館長）
※企画展のチケットが必要となります。

撮影：大平あさき
10 月 10 日㈪は現代美術館常設展示市民無料デー
　マイナンバーカード、免許証や保険証など住所が分かるものを
受け付けに提示してください。

ヨーガン レール
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【有料広告欄】 問総務課広報男女参画係☎51 6702

いずみ法律事務所 弁護士　鈴木　陽大

離婚、相続、不動産
交通事故、債務整理
その他、様々な法的なお悩みについて

法律問題の専門家である弁護士にご相談を
☆初回３０分法律相談料無料
℡ ０１７６－５８－６５５８
青森県十和田市西一番町１７番６号　２階
http://izumi-law.sakura.ne.jp

弁護士　花生　耕子
青森県弁護士会所属

《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

代表弁護士　橋本明広
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com



　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。
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 十和田市・十和田湖・秋田小坂町
観光モニターツアーの参加者募集
　次の内容で、モニターツアーの参加
者を募集します。
とき・コース・費用
①10月８日㈯・
　「われ幻の魚をみたり！」ひめます
　の遡上と出会う旅・１人10,330円
②10月15日㈯・
　十和田市を観光しよう・１人8,800円
③10月22日㈯
　八戸・十和田から行く秋田県小坂町
　鉱山事務所と康楽館・１人12,500円
④10月29日㈯・
　稲生川幻の穴堰が150年ぶりに復活
　・１人7,980円
定員　各回 20 人（先着順）
申込期限　各コース４日前
問十和田湖未来・小笠原

　　☎㉓ 0249・FAX㉓ 0292
　　メール info@towadanet.com

　

 十和田市観光ガイド養成講座
受講生募集

　次の内容で、ガイド受講生を募集し
ます。
とき・ところ・講座内容
①10月７日㈮　午後６時30分～
　・市民交流プラザ「トワーレ」
　・十和田市観光（新渡戸傳の三本木
　　開拓の夢）
②10月16日㈰ 　午前９時～
　・三本木開拓現地
　・十和田市開拓をあるく（三本木開
　　拓の現地見学）
③11月13日㈰　午後１時～
　・十和田湖観光交流センター「ぷ　
　　らっと」
　・十和田湖への古道（400年前に開
　　かれた信仰の湖
④11月27日㈰　午後１時～
　・十和田湖観光交流センター「ぷ　
　　らっと」
　・十和田神社の歴史（十和田神社の
　　由来）
定員　各講座 20 人（先着順）　
問十和田湖未来・小笠原

　　☎㉓ 0249・FAX㉓ 0292
　　メール info@towadanet.com

　

 三本木中学校吹奏楽部
第 34回定期演奏会

　吹奏楽コンクール県大会 11 回連続
金賞受賞。今年は東北大会出場も果た
しました。私たちの心を込めた演奏を
どうぞお楽しみください。
とき　10 月９日㈰
　　　午後１時 30 分開場・２時開演
ところ　市民文化センター　
問三本木中学校　☎㉓ 3595

　

和紙ちぎり絵
干支飾り講習・参加者募集

　朝一番に鳴くことからとても縁起が
良いとされている来年の干支「酉

とり
」を

和紙ちぎり絵で制作します。初めての
人にも簡単に作れます。
とき　10 月 31 日㈪
　　　午後１時 30 分～３時 30 分　
ところ　南公民館
定員　20 人（先着順）
費用　750 円（教材費）
持ち物　はさみ、鉛筆、おしぼり
申込期限　10 月 18 日㈫
問和紙ちぎり絵の会・今野
　　☎㉒ 4544

　

極真カラテ無料体験入門
　気軽に極真カラテを体験してみませ
んか。
とき　10 月の毎週水曜日
　　　午後７時～８時 30 分
ところ　南公民館
対象　５歳～ 60 歳
※動きやすい服装でおいでください。
問極真十和田道場・千葉
　　☎ 090-2608-9012

　

南部裂織保存会
創立40周年記念作品展

　「南部裂織　未来へ」をテーマとし
てタペストリー200枚（南部のタータ
ンチェック、絵織り）のほか会員の創
作作品、市内小中学校体験学習作品を
展示します。
とき　10月８日㈯～10日㈪
　　　午前９時～午後４時（10日のみ
　　　午後３時）
ところ　道の駅とわだぴあ「匠工房」
　　　　・南部裂織の里
問南部裂織保存会☎・FAX⑳8700

　

こどもヒップホップぱらだいす
vol. ２

　上十三定住自立圏の子どもたちにス
ポットを当て、日頃練習しているヒッ
プホップダンスを披露します。皆さま
の温かいご声援をよろしくお願いしま
す。
とき　10 月 22 日㈯
　　　午後０時 30 分開場・１時開演
ところ　市民文化センター　
問とわだ市民活動ネットワーク
　・芋田☎㉔ 2777
　メール hiphop.towada@gmail.com



　

　

＜＞…開始時間

10 月の市民無料相談

その他の催し

１㈯
▶十和田水墨画同好会　墨の舞～市民文化センター
　（問十和田水墨画同好会・太田☎㉒3674）(～31日）
▶紙しばい倶楽部とわだ　<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

４㈫ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00・②13：30>
　～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999)

６㈭
▶小松原庸子スペイン舞踊団　情熱フラメンコ‼
　<18：30>～市民文化センター（全席自由5,000円）
　（問民主音楽協会東北センター☎022-222-1371）

７㈮
▶全日写連十和田　写友「光陰」写真展「2016時と光の記憶」
　<10：00>～市民文化センター（問全日本写連十和田　写友
　「光陰」・国分☎㉒1686）（～９日）
▶星空観望会「秋の星座と金星を見よう！」<19：00>
　～市民文化センター　※要申し込み（問文化センター☎㉒5200）

８㈯

▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（22日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30・②14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（22日も開催）
▶レ・ブランシュ　青森公演　～サクソフォン、ピアノによる
　名曲コンサート～<13：30>～市民文化センター（一般2,000
　円、高校生以下1,000円）
　（問レ・ブランシュ・野月☎090-3688-9596）

10㈪
▶沢田研二 LIVE 2016 un democratic love
　<17：00>～市民文化センター（全席指定7,000円）
　（問文化センター☎㉒5200）

14㈮

▼十和田市民大学講座　第６講座「病気への『かかりやすさ』
　は、もう、プログラムされている？」<18：30>～市民文化セン
　ター（講師：佐藤伸さん）（問スポーツ・生涯学習課☎722318）

15㈯
▶わっこの会「読み聞かせ」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）
▶フォトとわだ写真展<10：00>～市民文化センター
　（問フォトとわだ・藤井☎㉓0926)（～16日）

16㈰ ▶めぐみ・みきの保育園ピアノ発表会<14：00>～市民文化セン
　ター（問十和田めぐみ保育園☎㉒0141）

20㈭ ▼十和田市小学校音楽交歓発表会<10：00>～市民文化センター
　（問指導課☎722309）

23㈰

▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）
▶ヤマハピアノ・エレクトーン発表会<10：30・14：00>
　～市民文化センター（問㈱東京堂八戸店十和田センター☎㉒5155）

26㈬ ▶第12回　十和田市社会福祉大会<10：00>　
　～市民文化センター（問十和田市社会福祉協議会☎㉓2992）

28㈮
▶第13回アートサークル彩作品展<13：00（28日）><10：00　
　（29.30日）>～市民文化センター
　（問アートサークル彩・田中☎㉓4906)（～30日）

問健康増進課
　☎51 6790

２日㈰ のづき内科小児科クリニック☎⑳1880
９日㈰ 阿部クリニック☎㉕1122
10日㈪ 藤原内科☎㉔0770
16日㈰ 藤井産婦人科医院☎㉒5588
23日㈰ 小嶋外科胃腸科医院☎㉓2666
30日㈰ えとクリニック☎㉕2525

休日当番医

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

３日㈪
十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

28 日㈮
午後１時～３時

◆特設行政・人権相談
行政機関の業務や家庭内のもめご
となどの相談

14 日㈮
午前 10時～午後４時
※市民交流プラザ「トワーレ」

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

26 日㈬　午後１時～４時
※ 19 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）　
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

13 日㈭　
午後１時～３時
※６日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

12日㈬　午前10時～午後４時
※前日までに要予約

◆法テラス青森（定員６人）
借金・離婚・労働問題などの相談
（法律相談）※世帯の収入・預貯
金などの制限があります。

11 日㈫・25 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※相談前に要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

18 日㈫　
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口

３日㈪～７日㈮、
24日㈪～ 28日㈮、
31 日㈪～ 11 月２日㈬、
11 月４日㈮

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください（午後
　６時以降は本館正面玄関からは入れません）。
問収納課☎51 6760
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～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

人口と世帯 平成28年８月末現在　※（　）内は前月比

■人口/63,002人（－24人）男/30,163人（－11人）女/32,839人（－13人）
■世帯数/27,371世帯（13世帯）

10 月 31 日㈪が納期限です
市税等は納期限内に納めましょう
市民税・県民税第３期／国民健康保険税第４期
介護保険料第４期／後期高齢者医療保険料第４期

内　容 日　時

◆出張年金相談
　年金の無料相談

28 日㈮※要予約
（予約があった場合に開催）
※予約先八戸年金事務所
　☎ 0178 -43-7368

とき　午前10時～午後３時
ところ　新館５階会議室　北側
問八戸年金事務所☎ 0178 43 7368　市民課☎51 6753

介護保険料納付相談 日　時
◆介護保険料夜間納付・相談窓口 17 日㈪～ 21 日㈮

とき　午後５時30分～７時　ところ　高齢介護課
※新館玄関からお入りください（１階23番窓口）。
　ご家族による納付相談もお受けします。
問高齢介護課☎51 6721


